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○鎌倉市子どもの家の入所手続き及び入所判定基準 

１ 目的 

子どもの家の入所手続及び入所優先順位の判定に関し必要な事項を定めるものです。 

２ 入所の申込み 

(１) 各月の１日から15日までに利用開始を希望する場合の入所申請書の受付は、原則、前月の

１日から15日（15日が閉所日の時は、その直前の開所日）となります。 

(２) 各月の16日から末日までに利用開始を希望する場合の入所申請書の受付は、原則、前月の

16日から末日（末日が閉所日の時は、その直前の開所日）となります。 

(３) 次年度当初から４月末までに利用開始を希望する場合の入所申請書の受付は、指定管理者

が定める期間となります。 

３ 入所を承認する人数 

子どもの家の利用定員は、鎌倉市子どもの家条例第２条別表により定められています。利用定

員を超えて入所の申請があった場合は、鎌倉市子どもの家条例施行規則第２条第３項の規定によ

る子どもの家ごとの登録定員まで入所の承認を行います。 

４ 入所判定の基本的な考え方 

(１) 子どもの家に係る入所判定は、次の優先順位の上位から順に、別表に定める基本点数と調

整点数の高い児童から入所の承認を行います。 

優先順位１ アフタースクール終了後の預かりを要する低学年及び入所に当たって特に配

慮を求める状況にある旨を入所申請書に記載のうえ、療育手帳、障害者手帳

又は医師の診断書を添付し申請している児童 

優先順位２ 上記以外の低学年 

優先順位３ アフタースクール終了後の預かりを要する高学年及び入所に当たって特に配

慮を求める状況にある旨を入所申請書に記載しているが、療育手帳、障害者

手帳を所持しておらず、また医師の診断書はないが、指定管理者と面談を実

施し、配慮が必要と認められた高学年 

優先順位４ 上記以外の高学年 

(２) ひとり親世帯又は離婚を前提に配偶者と別居している世帯（いずれも、同居の親族その他

の者がいない場合）若しくは保護者が単身赴任中の世帯（単身赴任中の保護者を除き、複数の

同居の親族その他の者がいない場合）については、「ひとり親世帯」又は「離婚を前提に配偶

者と別居している世帯」若しくは「保護者が単身赴任をしている世帯」のいずれかの調整点数
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を加点します。 

なお、「保護者が単身赴任中の世帯」に係る加点については、当該世帯のうち、該当する保

護者の基本点数に代わり、調整点数を加点するものとします。 

(３) 児童の心身の状況等について、当該児童の心身の状況、その他、特に配慮が必要と判断し

た場合、調整点数を加点します。 

(４) 合計点数が同一の場合は、提出された書類の内容について総合的に判断して決定します。 

(５) 提出書類に虚偽があった場合は、入所承認後でも入所を取り消すことがあります。 

基本点数 

項目 細目 点数 

児童の学年 １年生 25 

２年生 20 

３年生 15 

４年生 10 

５年生 ５ 

保護者の就労状況等 

① 居宅外労働 

（常勤・パー

ト等の呼称に

かかわらず、

その就労日

数、時間で区

分する。居宅

外自営業を含

む。） 

月20日以上勤務し、１日の勤務時間が７時間以上の者 10 

月20日以上勤務し、１日の勤務時間が５時間以上７時間未満の者 ９ 

月15日以上20日未満勤務し、１日の勤務時間が７時間以上の者 ８ 

月15日以上20日未満勤務し、１日の勤務時間が５時間以上７時間未

満の者又は他の基準には該当しないが、勤務時間が平準化しており

月75時間以上勤務している者 

７ 

上記以外 ６以下 

② 居宅内労働 自営業者 月20日以上勤務し、１日の勤務時間が７時間以上の者 ９ 

月20日以上勤務し、１日の勤務時間が５時間以上７時間

未満の者 

８ 

月15日以上20日未満勤務し、１日の勤務時間が７時間以

上の者 

７ 
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月15日以上20日未満勤務し、１日の勤務時間が５時間以

上７時間未満の者又は他の基準には該当しないが、勤務

時間が平準化しており月75時間以上勤務している者 

６ 

上記以外 ５以下 

家内労働者 

在宅勤務者 

月20日以上勤務し、１日の勤務時間が７時間以上の者 ６ 

月20日以上勤務し、１日の勤務時間が５時間以上７時間

未満の者 

５ 

月15日以上20日未満勤務し、１日の勤務時間が７時間以

上の者 

４ 

月15日以上20日未満勤務し、１日の勤務時間が５時間以

上７時間未満の者又は他の基準には該当しないが、勤務

時間が平準化しており月75時間以上勤務している者 

３ 

上記以外 ２以下 

③ 妊娠・出産 産前・産後の８週間程度保育に当る者がいない。 ４ 

④ 疾病・負傷・

障害 

入院 １箇月以上の入院 10 

自宅療養 常時病臥（一日の大半を病床で過ごす。） 10 

慢性疾患等で医師から自宅での療養を指示されている。 ８ 

心身障害 身体障害者手帳（１・２級）の交付を受けている者 

療育手帳（Ａ１、Ａ２）の交付を受けている者 

精神障害者保健福祉手帳（１級）の交付を受けている者 

10 

上記以外で心身に障害があり保育が困難な場合 ８ 

⑤ 看護・介護 入院 看護・介護に要する時間を基に、居宅外労働の基準に準

ずる 

10以下 

自宅 看護・介護に要する時間を基に、居宅内労働（家内労働

者・在宅勤務者）の基準に準ずる 

６以下 

⑥ 育児休業 育児に要する時間を元に、居宅内労働（家内労働者・在宅勤務者）

の基準に準ずる 

６以下 

⑦ 災害復旧 災害の復旧に要する時間を基に、居宅外労働の基準に準ずる 10～７ 

⑧ 特例 就学・通学 生活手段のための各種学校の生徒 ４ 
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一般学生 ３ 

就労内定

者・求職中 

就労内定者、求職活動中の者、事業開始準備中の者。就

労予定内容を基に、居宅外労働又は居宅内労働（家内労

働者・在宅勤務者）の基準に準ずる 

６以下 

【注】 

１ 保護者の就労状況等については、保護者それぞれについて、①から⑦のうちから最も高い項

目一つを基本点数とします。 

２ 同一世帯に同居の親族その他の者がいる場合は、基本点数が低い２人の点数を適用し、合計

点数を算出します。ただし、児童の兄弟姉妹及び65歳以上の者については適用外とします。 

３ 就労等の状況が「上記以外」に該当するときは、その就労等の内容を点数表に照らし常態が

類似するものから個別に基本点数を算出します。 

調整点数 

家庭の状況等 点数 

① ひとり親世帯その他これに準ずる世帯 ＋15 

② 離婚を前提に配偶者と別居している世帯 ＋14 

③ 保護者が単身赴任中の世帯 ＋13 

児童の心身の状況等 点数 

① 児童の心身の状況、その他、特に配慮が必要と判断される場合 ＋15 

 

令和８年９月１日施行 


